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教育活動報告
選択教科
選択教科部会
Ⅰ 選択教科について
現行学習指導要領の教育課程において，選択授業
は標準授業時数の枠外の位置づけである。一方，特
色ある学校の具体的な取り組みの１つにこの選択授
業があげられる。本校では全教科授業展開が可能で
あり，理想的な選択授業ができる環境にある。また，
学部の先生方の授業や学部との連携研究も可能なこ
とも本校の特色の１つとしてあげられる。これらの
理由により，２年生及び３年生で各１時間ずつ実施
することとした。そこで，｢21世紀型能力｣に関連
づけ，キーワードを「探究」とした。教科の学習を
深める講座を設定し，授業者が意識的に授業の中で
交流場面を設定することで，次期学習指導要領にもあ
る主体的・対話的で深い学びを具現化するよう努めた。
Ⅱ 今年度の取り組み
１．講座開設数について
２年前期 ２年後期 ３年前期 ３年後期
国語 1 1 2 2
社会 2 2 2 2
数学 1 1 2 2
理科 1 1 1 1
音楽 0 0 1 1
美術 1 1 1 1
保健体育 1 1 1 1
技術 1 1 1 1
家庭 1 1 1 1
英語 1 1 1 1
合計 10 10 13 13
「次期学習指導要領 総則」(2017.2.14公表) から
学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，
第３の１に示す主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授
業改善を通して，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展
開する中で，次の(1)から(3)までに掲げる内容の実現を図り，
生徒に生きる力を育むことを目指すものとする。
(1) 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，
表現力等を育むとともに，主体的に学習に取り組む態度を
養い，個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充
実に努めること。･･････
２．２年開設講座と受講者数
１講座につき定員を目安として，15人～18人と
した。
⑴ 前期選択教科
⑵ 後期選択教科
３．３年開設講座と受講者数
１講座につき定員を目安として，12人～14人と
した。
No. 教科 講座名 担当
1 国語 附中読書マラソン～心に残る作品紹介～ 大澤
2 社会 意外と知らない日本料理の歴史 藤森
3 社会 ふるさと納税について調べよう 岩崎
4 数学 数学アラカルト 小林・辻山
5 理科 生活の科学 藤澤
6 美術 金箔を用いて絵を描こう。 江藤
7 保体 バレーボール 渡辺
8 技術  ロボットコンテスト 鈴木･桐島
9 家庭 めざせ、家庭科マスター！ シェイファー
10 英語
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No. 教科 講座名 担当
1 国語 芸術表現　サーキュレーション　言語表現 大澤
2 社会 人物から見る日本の歴史－勝者と敗者の視点から－ 藤森
3 社会 地方消滅 岩崎
4 数学 数学アラカルト 小林・辻山
5 理科 生活の科学 藤澤
6 美術 宝石を使って絵を描こう！ 江藤
7 保体 バドミントン 渡辺
8 技術 飛行機を学ぼう 桐島
9 家庭 リボベジ＆クッキング シェイファー
10 英語
Transcend Translation 101
～Let's Translate English
and Japanese songs～
金綱
73
⑴ 前期選択教科
⑵ 後期選択教科
４．前期最終回に実施したアンケート結果から
質問項目は昨年度に引き続き，以下の４つとした。
質問１ 授業に意欲的に参加することができたと
思いますか。
質問２ 附属中学校の選択講座は，教科の学
習を深める「探究」をキーワードにし
ています。あなたは，「探究」することが
できたと思いますか。
質問３ 「探究」していく中で，自分の考えを発
信したり，相手の意見を聞いたりというこ
とが十分にでき，それが生かされた学びに
なったと思いますか。
No. 教科 講座名 担当
1 国語 「千葉大学附属図書館」探訪！ 荒川
2 国語           ｢書｣を書き、鑑賞しよう           江上
3 社会             株取引をしよう！             岩崎
4 社会 社会で驚く?! 意外と知らない初耳学 山本・中村
5 数学 “違和感と数学”～「真らしく見えるにすぎないもの」を数学的に解く！～ 浜田・藤川
6 数学          問題から，新しい問題へ          辻山
7 理科              Life and Science             粟谷・守安
8 音楽              指揮者をつくる              鶴岡
9 美術          金箔を用いて絵を描こう。         江藤
10 保体               アルティメット               藤原
11 技術 バイク(自動二輪車)を学ぼう 桐島・山崎
12 家庭            家庭科発展＆総復習 シェイファー
13 英語
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No. 教科 講座名 担当
1 国語 旬の「ひと」を写真付きコラムで書く 荒川
2 国語 生活の中の書を鑑賞し、自分の表現で再構築しよう 江上
3 社会 ケーザイを知ろう！ 岩崎
4 社会 「もし○○だったら？」の視点で読み解く社会ー古代中国から未来のＶＲ技術までー 山本・中村
5 数学 ゲームと数学 浜田・藤川
6 数学 数学の問題のカラクリを解き明かす 辻山
7 理科 身近な科学 粟谷・守安
8 音楽 ギター（基礎） 松村
9 美術 宝石を使って絵を描こう！ 江藤
10 保体 ソフトラクロス 藤原
11 技術 杉の集成材でオリジナル作品を作ろう 桐島
12 家庭 リボベジ＆クッキング シェイファー
13 英語
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質問４ この講座を受講してよかったと思いますか。
⑴ ２年生 ⑵ ３年生
どの項目も好結果と言え，三年間の推移は上昇し
ている。教師も生徒も共に楽しんで探究活動が行え
たと考察する。ただし，質問３の２年生の値が低か
ったのは，講座開設数が少なかったことも影響した
と思われるので，改善の余地がある。
Ⅳ 今後の展望
今年度は８講座で千葉大学教育学部教員と本校教
員、もしくは研究室大学院生が，学期を通して授業
を担当した。
○藤川大祐教授
社会 ３年前期「社会で驚く？！意外と知らない
初耳学」・後期「『もし○○だったら？』の視点
で読み解く社会」
数学 ３年前期「“違和感と数学”」・後期「ゲー
ムと数学」
○鈴木隆司教授
技術 ２年前期「ロボットコンテスト」
○辻山洋介准教授(附属学校特命教諭、学部・附属
学校連携担当)
数学 ２年前後期「数学アラカルト」・３年前期
「問題から，新しい問題へ」後期「数学の問題
のカラクリを解き明かす」
これらは中学校の教育課程の中では，なかなか実
現できることではなく，生徒や関係した本校教員に
とっても貴重な経験となった。授業に参加してくれ
た教育学研究科大学院生にも，価値のある現場実践
の経験となっている。今後もさらに選択教科の広が
りを追究していきたいと考える。
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